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　大 輩虫類 の 幼虫は 食薗性で ， カ イ ガ ラ タ ケ 類 （PolyPO ／ US ），カ ワ ラ タ ケ 類 （PolvstictUS），

サ ル ノ ユ シ ヵ ケ 類 （Fomes ）等 の 多 孔 菌 科 （PolyPoraceae ）の もの や ， 食用に 供され る

シ イ タ ケ （C ・rtine ”us 　 Shiit・ke　 Henn ・）， ヒ ラ タ ケ ，ム キ タ ケ等 の PreUr ・tus 類，
キ ク ラ ゲ 類 （ffirneola），その 外多くの 極類 の 寄 主 が 知 られ て 居 る． 特種なもの と し て 印

度及 び 台湾 に 於 い て ヒ メ シ ロ ア リ 類 （Odontotermes ） の 巣 の 中に 生えた シ ロ ア ロタ ケ

（Collybia ）を 食菌 とす る 2 ・3 の 種類が 知 られ て 居 る．

　
一

方 大 輩虫 の 幼 虫に 就い て の 形態的研 突は 中条道夫氏 り の ハ ス ヂ ヵ タ ビ ロ ォ ォ
・
キ ノ コX、

vAu ’acochit μ s　 lumiferus 〔Gu6rin −M 首n6 ▽ ille）1こ 関 す る もの を 始め と し て ，新村太

朗即 ）は タ イ シ ョ ウ オ オ キ ノ コ ム シ E ♪iscaPha　taiskoensis　Lewis ，ル リ カ タ ビ ロ オ オ

キ ノ コ ム シ Aulacochilus 　bedeli　Harold ，誤 承 y カ タ ピ ロ オ オ キ ノ コ ム シ Atelacochitus

／aPonicess 　Crotch，ク r チ ビ オ オ キ ノ コ ム シ T プitoma　niPonensis （Lewis ）等を 簡 略 に

発 表 し て 居 り， その 後，林長閑 ・中村正 直両ft　：・） は セ モ ソ ホ ソ ガ タ ォ オ キ ノ コ f、シ Dacne

picta　Crotch を記載した ，

　我国か ら成虫 は 14属 68種が 知 られ て居 る が，筆者は 現在ま で に 6 属 12種の 幼 虫 を 集め

る 事が 出来た の で ，茲 に 之 等幼 虫 の 形 態 と鎗 態 に 関す る知 見 を取纏 め 報告 す る．尚 ， 茲 に

記載す る幼虫 は 終令ア ）L　 ＝ 一ル 標本で ， 飼育後種名を確認 した もの で あ る．

　本文 を草す るに 当 り懇篤 な御助力を 賜つ た 本 学 農学部昆 虫学 研 究 i塹徳 永雅明教覆，笹川

満 広講 師，貴重 な 漂本 を 恵 与せ られた 本 学生物学教室 中根猛 彦助數擾 ， 並 びに 京都衣 笠 在

住 の 酒 井寅次郎 氏 に 深甚 の 謝意を表する．　　　　　　　　　　　 善

＊

西 京 大 学 農 学 部 昆 虫 学 研 究 室業績第 38 号．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

2
　　　　 A

KONTYU Vo1．22

大 鷺 虫 類 の 幼 虫

体長 5 〜18   ，円筒形，前後 に 少し狭 ま る．頭部，3 胸部環節 　10 腹部環節 よ り成

る．体色は 搬 に 乳 白色 頭部は 稱 々 黄色 を 帯び る ．頭部 及 び 胸 腹 部背板 に は 黒 色の 横

帯を 具え る もの が 少 くな い ．

　頭部 は 良 くキチ y 化 し ， 頭蓋 は 稍 々 円形．剛毛 は 稽 々 一定 す る．触角は 短か く，3環節

よ り成 り，第 1環節 は太短 い 円筒形，第 2環節 は 第 1環節 よ り細く旦 つ 長い ・先端部Fは

大 ぎな 円錐形 の 感覚突起 と しば しば短毛 を 具 え る，第 3環節 は 最小，先 端 に 数個 の 微小感

覚突起を具え る．触角 の 基 部後方に 5 個 の 単眼を 具え る．頭楯は 短形乃至 梯形．上 唇 は

稍 々 半 円 形．大 腮 は強固に して 良 くキ チ y 化 し，先 端 に 3 歯を具える．小 腮の 軸節は 中庸

の 大 きさで 略 々 三 角形．関 節域は 稱 々 大 きい ．担 鬚節 は蝶鋏節 と融 合 す る．小 腮 の 葉片は

拇指 状をなし ， 外葉 と 内葉に 分 岐し な い ．先 端部に は 上 縁か ら内縁 に か けて 長 歯状 剛 毛 列

と 太 短 い 剛 毛 及 び 強くキ チ ン 化 し た 突起物等を 具え る．小腮 鬚は 3 環節よ り成 り，臨 々 国

筒形，第 1 ・2 両環節 は短 い ，第 3環節 は 先端狭 ま b，数個 の 微 小感覚突起 を有す る．下 唇

基 節 ば 下 唇亜基 節 と殆 ん ど融合 す る．下 唇鬚 は 2 環節 よ り成 る．

各齢 環鰍 び腹部環節購 面 よ bn ！tiLeiftさ よ 幅 広 く湎 側は 弧状 を な して 酬 レ

背面に はJE中線を 走 らす．腹部環節 の 剛 毛 は 稍々
一

是 す る．＊
気門 は 中胸に 1 対，腹部第 ユ

Lstteml・ 各 斑 具え る．腹部第 9 麟 背面 に は 1対又は 1 本 の 発 達 した尾突起を具 え る・

本邦 産 大 蕈虫 既 知 幼 虫 の 属 の 検 索

1．

2．

3 ．

4 ．

5 ，

r 体背面及び側面 こ剛 毛 の 生え た 顕 著な突 起 を 具 え る・一・一・‘… … ”……”… 2

L 体背面及 び 側面に か よ うな突起を 具 えな い ．……………・……一・・……………・・……3

一
体は 大 ぎく （12皿 m 以 上 ）， 小 EV．の 葉片の 先 端部内側 に 微小突 起 群を 具 え る・腹

　　部第 9 環節の 尾突起は 鹿角状 に 分岐 す る．

　　　　’……”…’…”t’………
ベ ニ オ ビ オ オ キ ノ コ ム シ 属 EpiscaPha　Lacordaire

一
体 は 小 さ く （1）acne 　picta　Crotch で VX　6 皿 皿 ），小 腮 の 葉片の 先 端部内側は 平

　　滑．尾 突 起 は 分 岐 しな い ．………ホ ソ ガ タ オ オ キ ノ コム シ 属 Dacne　Latreille

一尾突起は 1対叉 は 中央 に 1本 ，
1 本 の もの は 中央部附近 よ り分岐 す る．・………一・4

1一尾突 起 は 中央 に 1 本 で 分 岐 し ない ・
　　　　 ………………・・・・・………

ム ネ ビ v オ オ キ ノ ＝t ム シ 属 Microsternus 　 Lewis

，

一，Z 突起 は 中 央 に 1本 ，尾突起 の 中央 部 よ り
一E 右 に 2 分岐す る．小 腮の 葉片に は 大

　　き
r
な鉤状突起 を供 える．カ タ ビ ロ オ オ キ ノ コ ム シ 属 AuiacechilUS 　Lacordaire

一尾突起 は 左 右 1対 ，分 岐 し な い ．小 腮 の 葉片 に は 大 きな 鉤状突起を具えな い ．…5

／一触角 は触角基節 の 直径 よ り長 い ．・・一
チ ビ ォ オ キ ノ コ ム シ 属 Tritoma　Fabricius

L
鵬 嫐 触 齣 齷 よ 嬾 ・．

　　　　……一 …一 ・………・…・・ハ パ ビ v オ オ キ ノ コ ム γ 騒 Ne ・t・iPlax　 Lewis

＊
醐 毛 配 鴛 式 は 徳永 雅 明博 ：t：g） に 依 る，
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　　　　　　　　　　　　Subfamily　Encaustinae

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Genus 　Aulacochilus　Lacordaire
　　　　　　　　　　　 カ タビ ロ オ オ キ ノ コ ム シ属

；
一
尾突起の 中央部外攤及び後方近 くの 1剛 毛 を具えた 2 突起は 顕著．

ト　 　 ……………・一・一 ・＝ ホ ソ カ タ ビ ロ オ オ キ ノ ゴ ム シ A 　f
’
aPonic ” s　CrQtch

一
尾突起 の 2 突起は 小 さ く不 明瞭，…ル リ ヵ タ ピ ロ ォ ォ キ ノ コ ム シ A ．bedeli　Harold

Aulacoeh叢lus　japonjcus　Crotch

　 ニ ホ ン カ タ ビ ロ オ オ キ ノ コ ム シ

　体 長 12mm ，乳 白色．頭部 ， 胸 ・腹部各環節背板 は淡黄色．大 腮 及 び 腹部第9 環節 の 尾

突起ilよ黒 褐色　（Plate　1，　 fig．1a），

　頭 部 （fig・2a）は 略 々 円形．頭蓋 阪背 而 に 6対，単眼群附近 及 び 腹面に 5 対，前頭板に

3 対 ， 頭楯板 に 3 対の 剛毛を具える．触角 （fig．3a）は 3環節，短 い 円簡形，嬉2 環節 の

先 端 の 感覚突起 は 4 個，内 2個は 殆 ん ど第 3環節 の 2倍 の 長 さを 有 し，第 3環節 は短 か く，

そ の 長 さ は 幅 よ り短か い ．先 端 に 4 個 の 微小 感 覚突起 と 1髑 の 長い 感覚突起を具え る．上

唇 は 稍 々 扁 平な 半 円形，前面中央 部 に 1対，そ の 前方 に 1対 の 剛毛を，前縁部に 数本 の 短

毛 を具え る，大 腮 は 強固，先 端部 に 2 大 鋭歯 と 1 鈍歯を，申央部附近に 2剛 毛 を具 え る．

蝶 銃 節 （fig．4a） に 4 岡IJ毛を配す る．小 腮 の 葉片は 稍 々 拇指状，外側 先端 に 強 くキ チ ソ 化

した突起を 1本，腹面 中央 部 に 鉤状突起 を 2 本 具え る，外縁か ら内縁に か けて 11本 よ りな

る長 歯状剛 毛列 と 内縁角 に 太 い 1 剛 毛 を有す る．小 腮鬚 は 葉片 と稱 々 等長 ，3 環節 よ り成

る ．第 1 ・2 環節に は 各 1 本の 剛 毛 を 有 し ， 第 3 環節 に 2 剛毛 と先端 に 約 12個の 微小 感覚突

起 とを具え る．小 腮 鬚環節 の 長 さ の 比 は 12．1 ： 8．8 ： 18．7，下 唇基節，下 唇 亜基節及び前下

唇基節 の 中央部に 各 1 薄の 岡1」毛 を具え る．下 膤 鬚 は 2 環節，第 2 環節 は 第 1 環節 よ り明 ら

か に 長 く砲 弾形 ， 先端 に 10数個 の 微小感覚突起を 持つ ，下 唇中央部 に 2 対 の 剛 毛 と前縁に

数個 の ノ」喫 起 を具え る．

　各胸部及び 腹部環節背板 （後端約 4 環節 を 除 く）に は 褐 色 微 小 突起 よ り成 る 2 横 列 を 具

え る．腹部 の 剛毛 は 弱 くそ の 配列 は略 々
一

定 し，背板 （a，c ）に は 略 々 2 列 に de　12 対 ， 気

門下 （i ）に 6対 （第 7 ・8 両 環節は 4 対 ），その 下 部 （j） に 約 3対，腹板 上 （1 ）に 4

対 の 剛 毛 を 具 え る．気門は 稍 々 円形，第 1〜8 環節 に 認め られ る，第 9 環節 の 尾突起 （fig．

6a）は 中央 で 2 分 岐 し ， 前方へ 彎曲 し ， 先端 は鋭尖，後方及び外方の 中央部 よ り稱 々 基 部

よ りに 2 対 の 小突起 を 有 し，その 基 部に 各 ユ岡1毛 を 具 え る．

　　分 布 ： 本 州 ，四 国，九 州，朝鮮，

　　食菌 ： カ ワ ラ タ ケ 　Pol），sticttis　vePtsicoler （1｛）Fr．

　 　 　 　 　 カ イ ガ ラ タ ケ 　 Lent ξzes 　betulina　Fr．

新村 太 朗即 の 鯨 都 で の 観 蜘 融 る と 誠 虫で 辭 し 春季噸 け る と 記さオ・て 居 る・

しか る に 京都に於 て 観察したもの で は，老 熱幼虫 は ク ヌ ギ の 樹皮に輩暦 で 固め た 室 を 作 り，

そ の 中で 越年 し，早 春そ の 中で 蛹化 L ，羽化 は 4 月 中旬 か ら始 ま る．

尸

…

i
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Aulacochilus 　bedeli　Harold

ル リカ タビ ロ オ オ キ ノ コ ム シ

　本種は前種 ニ ホ ソ カ タ ビ ロ オ オ キ ノ コ ム シ に 酷似す る が ， 差異点を挙げれば次 の 如 し．

1．触角第 3環節 （fig．　3b） の 長さは 幅 の 約 2 億 第 2 環節先端 の 感覚突起 は 短か く太 い s

　2．小腮葉片 （fig．4b）先端 の 長歯状剛 毛 は 15 本 ， 内縁 に 太短い 剛毛 を有する．中央部

　　の 鉤状突起の 基部に 各 1 対 の 岡 毛 を 具 え る．

　3．腹部背板の 剛 毛 は稍 々 多 く，a 及び c に 約 14本 ，9 （気門上方）に 約 5本 ・
iに 約

　　6 本， jに 約 10本 ， 1 に 5 本 具 え る．

　4。尾突起 〔fig．6b）の 中央部 の 後方 及 び 側方に あ る 小突 起 は 小 さ く顕 著 で な い ．

　　分布 ； 本 州，九州，台跨

　　食 菌 ： マ ツ ノ ネ グ チ タ ケ 　Fomes 砌 nOSUS 　Fr．

　　　　　ア ラ ゲ ヵ ワ ラ タ ケ 　Polsstietus 　hirsutus　Fr．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ

　　　　　カ ワ ラ タ ケ 　　Polツstictus 　 versicotor 　Fr，

　奈 良 春 日雌 こ於 て 杉の 切株に 生えた マ ツ ノ ネ ク チ タ ケ よ り幼虫 ・蛹 。成虫を 多数得 た ．

叉酒井寅次郎 氏 の 御好 意 に よ り京 都御室 附近 の 標 本 も所持す る．

　奈良で の 観察 に 依 る と，発 生時期 は
一

建せ ず，各態 の もの が 見 られた，幼 虫 は 蕈 の 申に

孔道 を 穿 ち 生活 し ， 成熱すればそ の 孔 道 の 中で蝋化する，

　冬期，崩壊 地 の 土 中 よ り成 虫 を得 た 事もあ る．

Subfa 血 ily　Tritominae

Genus 　Neotriplax 　Lewis

パ パ ビ ロ オ オ キ ノ コ ム シ 属

　　　　　　　　　　　　　 Neotriplax　lewisi 　Crotch

　　　　　　　　　　　　　ル イス ハ バ ビ ロ オ オ キ ノ コ ム シ

　体長 8 皿 m 内外．体表1こ は 黝 粒状突起を具え る．乳 自色 ，頭部 は淡褐色 頭 蓋部 （頭 蓋

縫合線部及び単眼群部 を 除 く），頭 楯板 後単，大 腮 先 端 及 び尾突起 は 黒褐色．胸部及 び 腹部

各環節 の 背板 （正 中線を除く）に は 黒隅色 の 横帯状斑絞を 欺 る・胸 脚 は 淡離 （fig・　lc）・

頭部 （fig．・2・） は 稍 々 幅 広 い 円形．鵬粍 は稍 々
一

定 し ， 頭 蓋 板背面 に 約 12対 ， 単眼群附

近及 び腹面に 6対 ， 前頭板に 5対 ，頭 楯 板 に 3 対 の 剛 毛 を 具 え る．触角 （fig．3c）は短か

く，3囎 iよ 喊 る．第 曝 節 は 太駅 ，eg・2環節は 稍 々 長 く先 端 に 数個 の 非常に 短 い 感

覚突起 と 1 本 の 円錐 状 感 覚突起 とを具え る．第 3環節は 小 さ く先 端 に 約 6 個 の 微 小 感覚突

起 を具 え，申央 の 1個 は他の もの よ り大 きい ． 上 唇 は 細 長 く，中央部両側 に 1 剛毛 と ， 前

方 に 4 対，前縁に 4対 の 短毛を 具 え る．大 腮 は強固 ， 内縁 先端 に は 3大 鈍歯 を具 え・基 部

及 び中央鰍 近 に 2 岡1亅毛 を 欺 る・臘 節 （fig・4・）｝・ 3 岡ll毛臓 2・葉片は 手e指状 ・ 中

央部 に 2剛毛 を有 し，先 端 に は 外側 よ り内側 に かけ6 本 の 長歯状剛 毛 と ，短い 剛毛を 外側

に 2 本 ，内縁角に 太 い 1 飜 毛 と，先端 中央部 に 1 剛 毛 を具え，申央部及び 内 。外方 に 4 個

N 工工
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の 角状突趨を具える．小 腮 鬚 は 3環節，各 環節 の長 さ の 比 は 11．5 ：9．8 ： 20．5．第 1環節に

は 基部外方 に 1本 ・ 第 3環節中央部に 1 本 の anVEを 有 し ，先 轍 こは 1G数個の 微小 感覚突起

を 具 え，申央 の もの は 大 きい 。下 唇基節，下 唇 亜基 節及び前下 唇基 節 の 各 々 中央部両側 に

各 1対 の剛 毛 を具え る．下唇鬚 は 2環節 よ り成 り，第 1 環節は 第 2 環節よ り短 く， 基部外

側 に 1岡IJ毛 を有 し，第 2 環節 の 先端に 約 10個 の 微 ノ」喫 起を具え ， そ の 内の 1 本は 大 きい ．

下 唇 に 2 対 の 剛 毛 を具 え， 数個列生し た微小 突起群を多数撒布す る．

　胸部 の 剛 毛 （fig．5c）は 稍 々
一

定 し，背 拔 に 約 15〜20 対，気 門 上方 に ユ〜2 対 ，　 i に 3

〜6対，」に 約 2 〜4 対 ， 1 に 3 〜4 対の 剛 毛 を具え る．瞑部気門は 円形，第 1 〜8 環節

に 認 め られ る．尾突起 （fig．6c）は 中央に 接近 し て 1対，短 か く且 つ 細く， 中央 で分 岐 す

る事 な く先 端 は 鋭 く尖 る．

　　分 布 ： 本州，九州．

　　食菌 ： カ ワ ラ タ ケ 　Pol）JstictUS 　 versicolor 　Fr，

　　　　　 コ ル ク タ ク
ー
　Fomes 　torattesus （Pers．）Lloyd 、（成虫 の み ）

…
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　　1n　the 　 course 　 of 　the 　investigatiQn　on 　fungiYorous 　insects，　 I　have　coIlected

twelve 　 species 　of 　Iar▽ ae 　 o 麦 Erotylid −beetles　 from 　∫apan ．　 The 　 present 　 paper
deals　with 　the 　key 　te　genera ，　the 　taxonomic 　 study 　on 　the　ge血 eral　 character 　 of

the 　larvae　 and 　three 　 species 　 of 　 genera 　Aulacochilzas　 and 　Neo 彦riplax ，　 together

With 　 SOme 　eCOIOgiCal 　nOte 白．

　　　　　　　　　The 　 key 　 to　 genera 　by 　 known 　Erotylid −larvae

1 − UpPer 　surface 　with 　dist至nct 　 setigerous 　processes 　 onaiateral 　 and 　dersal

　 　 　 side 　…・…・…　………・…・………・・…・・・・・…　……　………・……・・…・…・・…・………＿…＿2
　

− UpPer 　 surface 　without 　 setigeroug 　processes …・…一…・………・……・一・…一・3
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-Bedy  larger (than 12 mm),  maxi!lary  mata  with  many  minute  projectiong

   at  inner side  near  by  apex,  urogomphi  antlered･･-EPiseaPha  Lacordaire

-Body  smarler  (6mm  in Dacne  Picta Crotch), muxillary  mala  smooth  
at

   irmer side  near  by  apex,  urogomphi  not  turcated････-････-･･Dacne Latreille

-Urogomphi  paired on  dorsal side  or  single  at  middle,  in the  
latter

 
case

   bifurcated at  middle  -････-･･-･･-+-････････'"-･-'"-''-"''H''-'''"''''--'''-"'-'''H4

-Urogemphus  single  and  simple,  not  furcated  
--･･････-･･････Microsternus

 
Lewis

-Urogomphus  single  and  bifurcated, rnaxillary  mala  with  larger hook-llke

   projections ･･:･･-････-････---･･･-････････--･･････････････-･････-････Astlacochilus  Lacorqaire

-Urogemphi  paired, not  furcated, maxillary  mala  with  smaller  
hook-like

   er  straight  projectlons-･･････-･･--･･'"''''u'''-''H'''''''H'"''''""''H'H'"'''"''1''5

i:il:I2:l'IZg LO.".g,gE.gh.Zr. /i,ag.l2g?',:Z.an,`s."."g,ra? 6'i' ah' LenK.:li 
toma

 
Fabricius

       ..."....-.......-･･..-･･-･･.････････-････-･･････-･･--･-･･････-･･---･ Neotriplax  Lewis

                  The  key  to Aeclacochilpts larvae

-Lateral  and  posterlor setigerous  processes  of  urogomphi  
distinct,

 
3rd

E    antennal  segment  shorter  than  a  Iongest conlcal  projection e{  2nd

    antemial  segment･J････････-･･･････････-･-･･････-･････-･Aulacochignts  Jtaponictis  Crotch

-Setigerous processes of  urogomphi  indistinct, 3rd antennal  
segment

    longer  than  eonical  projections  of  2nd antermal  
segment

       ･･･--･-･････-････････････-･･････--･････････----････････････- Aulacochilus bedeli Harold

                   eg 1 ou IIiot ee

Fig, 1. 2EptW]gage1]M (mature larva, lateral aspect).

Fig. 2. utflllgf/1tm (head, frontal aspect).

  ant;twft  (antenna). cl:pttsdi  (c!ypeus).

  fr:'nU'iluedi Cfrons), lb:.Eg  (labrum).

  maxplp  : tjxE,M.X  (maxillary palpus). md  : ;fcwa (mandible).

Fig. 3. twft (antenna). 
-

Fig. 4. f]xnN.,wapt  (maxilla, ventral  aspect).

  cd:itpm  Ccardo). ma:eclt  (maia).

  maxplp  : fJliEM.X  (maxlllary palpus),  st  : eestea (stipes).

Fig. 5. wauteg1geenmaTjZwtgsk (chaetotaxy of  lst abdiominal

  segment).

  X-X'  : laterotergal line. Y-Y'  : dorsopleural  line.

  z-Z'  : p16uroventral  line.

Fig. 6, Eeeeege1]wh (urogomphus, laterar aspect).

  a, .=*vs  fi tf vts-  ij?  =Ay  Aptlacochitpts iaPonicus Crotch

  b. ii.Y  de fx rf v  ri' ri'-r7 =Av  Aulacoehilus bedeli Harold

  c, ]vlx2xf;tf  pttt?1=Av  NeotriPtaxleig,isi Crotch
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